
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の改訂以降、名称変更となった薬剤や、昨今の薬剤供給状況を考慮して再度改訂しました。 
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フスコデを授乳で△×とした背景として、新型コロナウイルス流行や鎮咳薬欠品で他に処方する薬

がないという場合が出てきたので×から変更しました。もともと×にしていた理由は、コデインか

らモルヒネへの代謝が早いタイプの遺伝子型の日本人が少ないながらもいらっしゃるためです。 

他国において代謝が早いタイプの遺伝子型の女性から授乳を受けた乳児がモルヒネ中毒になり死

亡したという報告があり、アストミン等と同じ位置づけでの処方は避けた方が良いと考え×にして

いました。 

授乳婦への具体的な処方案は次のとおりです。常用量で原則 3日分までの処方日数とし、4日以上

は連続服用しないようご注意ください。3日以内であっても、乳児の傾眠や哺乳不良が見られた場

合は内服中止をご検討ください。 

 

※一覧は BFH委員会のフォルダに保存しております。 
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